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「

日
.本
に
お
け
.る
大
企
業
経

'̂
者
の
抱
会
的.性
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：，(

慶
応
義
塾
経
済
学
会
編

「

経
済
学
年
報
マ
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載)

..：を

補

足.1
.
.、
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発
畏
さ
せ
る
た
め
^
、

卜
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.は
書
力
れ
た
。
.前
回
の
論
文
で
は
、
最

屋

営

層

の

'み
が
'と
り含

ら

れ
た
が
.、小

論

■

い

そ

^
^

:

ら

れ

た
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り

広

範
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営

層
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産
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ハ
経
営
者
の
階
層
は
最
高
経
営
層
，
中
間
経
営
層
お
ょ
び

.下
位
経
営
層
の
：

|
ニ
づ
：馨

け10
-

れ
る
。
：：
：中
間
以
上
の
経
営
冒
と
下
位
経
営
層
と

0.
間
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■
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こ
.れ
に
対
し
て
管
理
者
は
企
業
活
動
の
枠
組
を
作
成
す
る
と
い
う
職
能
；を
も
つ
能
動
的
経
営
者
.

で

あ

る

。
，
？

 
2

4

 

'の
機
構
と
人
間
三
田
学
会
雑
誌
，
第
五
十
一
卷
第
十
一
号
参
照)

、

:

4ヾ

 
^

卞
位
経
営
層
は
現
場
に
お
け
る
監
督
に
あ
た
り
、
か
れ
ら
の
多
く
は
現
場
労
務
者
か
ら
の
出
身
露
り
；
..か
れ
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
基 

，憲
へ
め
昇
進
S

込
：は
乏
レ
い
。

」

.

：こ
れ
と
：会

.

一p
l

&

i

t

i

o

n

 

§
l

l

)

に
I

な
っ
.
て
、
.

か
れ
嘉
最
高
経
営
層
_

き
る
の
は
中
間
経
営
層
の
：一

部
分
に
す
ぎ
な
い
.

が
、
前
者
の
ほ
と
ん
ど
が
後
者
の
な
か
か
ら
選
抜
さ
れ
る
。
出
身
か
ら
し
て
、
両
者
は
同
質
的
で 

あ
り
同
一
人
の
生
涯
の
異
な
っ
た
時
点
に
お
い
：て
、

'
:
:一
一■

 

の
間
に
は
、
異 

質
的
な
も
の
が
存
在
す
る
。
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裏
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前
述
の
ニ
つ
S

由
S

し
て
、、
産
業
社
会
I

修

星

を

問

題

と

ず

る

に
I

っ 

と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
高
経
営
層
と
中
麗
篇
と
の
区
別
は
学
し
も
明
瞭
で
は
な
い
，
ホ

丨

ル

デ

ン

た

ち
1
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に
i

最
高
経
営
層
に
は
、
取
締
役
会
•
総
括
絰
営
層
の
み
な
ら
ず
、
部
門
.達 

営
層

(

I

i
l
l

 

m
a
n
a
l
n
t
)

が
含
ま
せ
ら
れ
て
い
る
。
.
部
門
経
営
層
に
も
、
生

産
.

販
売
•
財
務
な
ど
の
主
要
職
能
を
担
当
し
、
か
つ
、
大
幅 

の
権
限
委
譲
を
う
け
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
■

い
も
の
.

と
が
あ
る
。
L

た
が
っ
：て
、
翦
を
最
高
経
営
層
に
編
入
し
、
後
者
の
み
を
中
間
経
篇 

と
す
る
の
は
実
用
的
な
区
分
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
原
理
的
に
は
，
最
高
経
霞
を
取
締
役
会
•
総
括
経
営
層
に
限
矩
し

、

部

門

経 

営
層
は
中
間
経
営
層
に
属
す
る
も
：の
と
.
：し
た
.

ほ
う
.が
す
っ
，ぎ
り
す
る
。：
，
ン 

：

.

,*
.

.

総
麗
震
は
取
締
役
会
で
決
定
さ
れ
た
方
針
を
具
体
化
し
、
か
つ
、
諸
部
門
の
活
動
を
調
整
‘
統
合
す
る
と
い
う

地
位
に
：ある
。

霧

経

営 

層
は
取
締
役
会
と
：|

上
位
機
関
を
も
つ
：わ
け
で
あ
る
於
ぐ
.袞
 

.

取
締
役
会
は
形

骸

化

し

、

常
務
会 

が
社
内
の
実
質
的
最
高
機
関
に
な
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
態
は
単
純
に
な
る
。
小
会
社
で
は
、
靈
経
営
層
と
部
門
経
営
層
と
が
未
分
化
な
の

.

が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
：で
対
象
と
.

な
っ
'
"て
い
：る
よ
う
な
大
会
社
に
お
い
：て
は
，
両
者
を
分
化
ざ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
常
務
会
の
構
成 

.

員
で
众
ん
留
長
ノ
エ
場
長
•

安
廣
長
兼
務
の
取
締
役
は
、
，、総
括
経
営
層
よ
り
も
、
部
門
経
営
層
に
近
'い
と
い
え
る
。
小
論
で
は
、，

)

最
高
経
営
層
と 

.

し
て
々
上
位
四
人
め
_

締
殺
を
と
0

て
い
>

9

か
ら
、
部
門
経
営
層
的
色
彩
を
、帯
び
.る
下
婼
取
馨
は
そ
の
な
か
に
入
っ
■

て
こ
な
：い
。
部
門
経
営
層 

た
る
意
味
を
も
つ
中
間
経
営
層
と
し
て
は
、.
，本
社
部
課
長
^;
'

^j
.

°

た
。
，
；.ぐ
':

現

代
-

一
九
六
ニ
.

年)

に
つ
い
て
.

は
、
：売
上
高
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
順
位
に
し
た
.
が
.

っ
て
、
3

七
五
社
が
選
ば
れ
、：：各
社
か
ら
上
位
四 

q

す
つ
の
取
締
役
合
削
.

一
五
〇
〇
入
の
最
高
経
営
者
が
と
’

だ
ざ
れ
だ
。、
部
課
長
.
で
は
，
各
社
あ
た
り
の
人
数
は
不
規
則
で
あ
る
が
、
約
一
七 

〇
0

人
の
部
長
と
約
五
一
一
〇
〇
入
の
課
長
が
対
象
と
な
づ
た
。：.

：

一：九
〇
0

年
か
ら
現
在
に
^
^
^

比
較
す
る
た
め
に
、

一
九
〇
0

年
と
：一
九
二
八
年
の
二
つ
の
時
齋
.

と
ら
れ
た
。；

V

さ

家

、
：
：

'

第

：

一 .

一.
の
：世
代
か
ら
：現
代
ま
で
の
推
移
を
み
る
た
め 

に
今
次
大
戦
中
の
時
点
と
.

そ
の
前
後
を
な
ず
ニ
つ
か
時
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。.
部
課
長
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
.
現
代
の
み
で
あ
り
、
他
の 

五
つ
の
時
点
で
は
、
最
高
経
営
層
だ
け
が
対
象
と
：な
っ
て
，い
る
。'
：対
象
人
数
は
一
九
〇
〇
年
で
は
約
四
〇
o

人
で
あ
る
が
、

一
 

>九
ー
—

.八
年
か
ら
一 

九
五0

年
ま
で
の
四
時
点
.

で
は
五
〇
〇
人
ず
つ
>

あ
る
。.
い
ず
れ
.

に
お
い
て
も
、.
：株
主
資
本
金
額
‘

売

處

な

ど

塞

準

と

し

て
^

選
ば
れ
、
各
社
か
ら
四
人
ず
つ
震
の
上
位
取
締
役
が
抽
出
さ
れ
.

た
。
■

対
象
選
択
の
事
情
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
：よ
：う
に
、：
論
題
た
る「

昇
進 

の
諸
条
件」

は
大
企
業
に
お
け
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
で
，あ
る
f

か
が
げ
ら
れ
る
数
字
，は
独
自
の
調
査
か
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

.

こ9

調
蜜
の
細
目
に
.
：つ
い
X

は

「

年
報」

を
參
照
さ
れ
た
い
。

.

：
：
::
'
.
:
 ̂

'..

•:
'

,

一
'

年

齢

一

高

齢

化

の

問

題

..

-

 

.
 

.

■
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.

 

...

経
営
|^

餍
の
順
位
に
し
た
が
っ
_

て
、
経
営
者
の
年
齢
構
成
は
は
っ
き
り
.

と
：違
っ
て
い
る
。''
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第
1

.表
-

課
長
は
_

四
〇
歳
台
に
、
部
長
は
五
〇
歳
の
前 

半
に
ノ
最
高
経
営
層
は
そ
の
後
半
以
上
に
集
中
し
て
.

い
る
。,
課
長
.

の
.

七
〇
.
％
近
く
が
四
〇
歳
台
|

|

て
お
5

産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
諸
条
件
'

.

，三
.

(

四
丨
J



第 1 表 経 営 階 層 別 # 齢 碑 成 （西分率）

年

、経営階層 »
へ 上 . 位 取 締• ■ゾ. 役 部 M 

1963

課，. 長.: 

1963，.1900 1928 1936 1944 1950 1962

総 数 100 100 • 100 100 100 100 ' 、 100 100
〜70歳, ...■... ； 5 6 5 1 10 ' ；

69 〜 65 2 “ 8 8 6 . 4 15 •‘，

64 〜 60 6; 16 15 ' 20 i 11 34
..59〜 55 10 23 22 31 ，31 27 ' 14 v 2
54 〜 50 21 20 32 22 34 9 56 18
49-v45 20 17 12 i i 15 3 25 36
:44〜 .40 14 3 3 3 1 '■ 4 . . 32
39〜 2? . : 4 .■ 2 2 1 1 1 . 12

については， ダイヤモンド会社職員録昭和38年 1 1月版„

.
:
.
'
明

(

四
四
八
.

)

,

上
で
あ
る
が
、
•

三
〇
歳
台
の
課
長
も
珍
し
く
は
な
く
、
そ
の
比
率
は
一
〇
％
を
^
え
て
い 

¥
右
-0
^

年

制

が

実

施

さ

£

で

^>

る

会

社

が
«

<:
.

、「

1;
.

^

_

^

の
|^

界
は
-

五
_

が
罾
3®
^
 

あ
る
。
こ
の
年
齢
を
す
ぎ
た
課
長
は
稀
で
あ
る
。
部
長
■

に
な
る
と
、
五
〇
歳
以
上
が
七O

 

%

を
占
め
る
が
、
そ
の
多
く
は
そ
の
前
半
で
あ
り
、
こ
の
.

比
重
が
過
半
を
こ
え
る
。
四
〇 

歳
前
半
以
下
の
課
長
が
四
四
^

も

い

，る

が

、

こ
：
の

年

齢

層

の

部

長

.

は
き
わ
：め
て
少
な
い
。
 

0

〇
歲
の
’

後
半
に
な
旮
ど
、：

：

多
く
の
部
長
が
.

現
わ
水
て
：
.<
,

る
。
こ
0

年
齢
層
で
は
、
課
長 

'

;-
,
:

.と
部
長
ど
.

が
混
ざ
^

合
'0
.
_
:て
：ぉ
り
、':
.
.
そ
れ
は
両
者
：の
分
.が
れ
目
を
國
す
る
と 

'

H

〇
歳
前
半
以
下
の
.

最
高
経
営
層
は
，
. 

一©
%

r

少

レ

こ

，
え

る

程

度

で

あ

り

，

そ

の

大

部

分 

:

は
.

瓦
0

歲

の

後

举

以

上

で

：あ
：る
。

:'
;

定
年
時
は
部
長
と
重
役
と
；の
分
吱
点
と
み
ら
れ
る
。
し 

:

だ
が
今
て
ノ
：最
高
経
営
層
は
定
年
以
後
の
役
職
で
あ
る
.
と
'

い
え
る
：。
-'
'
'
;:.

-

.

わ
が
国
企
業
の
.

階
層
制
度
.
は
.

年
功
序
列
的
で
.
.あ
.

る
.
と
.

い
わ
れ
て
.
い
る
が
、

> 

一
れ
を
裏
#

 

'

け
る
数
字
が
_

瞭
に
壯
て
い
.

る
。.
.

四
：〇
歳
台
の
課
長
•

五
0

歳
前
半
の
部
長
♦

五

五
歳
以 

,
"

上
の
最
高
経
営
層
と
い
.

っ：た
序
列
が
指
摘
さ
れ
る

。.

 

一
一

一

Q
歳
台p

は

、

少
数
の
も
の
が
課 

■■
:
'
.長
に
&

る
：に
と
ど
、ま
り
、：':-
.最
高
経
営
層
の
六
〇
^

は
六
〇
歳
を
'-

え
て
い
.

る
。

.

ニ
ー
世
代
前
の
明
治
ー
ー
ー
三
年
疋
ぉ
い
て
は
、

.
M-

役
の
六
〇
％
は
四
〇
歳
台
以
下
で
あ
り
、

..
■

こ
0.

数
字
は
.

現
代
の
部
長
の
そ
れ
の
ニ
倍
に
あ
た
つ
て
い
る
。
課
長
で
は
、
こ
の
年
齢
層 

は
八
0

%

に
達
す
る
が
、
三
〇
歳
台
の
比
重
'

に

お

い

て

は

、

か

つ

て

の

重

役

の

ぼ

う

が

.大 

:
:

き

く

、
.
三
0 '
-

%

近
く
に
な
っ
て
ぃ
た
：。
々
か
.

れ

ら

の

年

齢

構

成

は

現

代

の

_重

役

の

そ

れ

ょ

り

も
は
.

る
.

か
に
若
く
、，
部
長
の
そ
れ
と
比
較
^

て
も
、
.

か
つ
て
.

の
ほ
ぅ
が
か
な
り
若
い
。，
か
れ
ら
.の
平
均
年
齢
は
現
代
の
課
長
の
そ
れ
と
大
差
な 

い
。
一
一
世
代
の
経
過
に
お
い
て
、
経
営
者
の
：高
齢
化
は
著
し
く
進
行

':
1

.て
き
た
の
で
あ
る
。

V'

昭
和
初
頭
.
に
お
い
て
は
、
，重
役
の
年
齢
構
成
は
、

一
世
代
前
の
そ
れ
に
比
べ
る
ぶ
、
大
分
ー
尚
''
<

な
0

て
き
た
。.

そ
れ
で
も
、
五
〇
歳
台
へ
の
集 

中
率
が
四
0

%

を
こ
ぇ
,'

残

り

が

そ

の

前

錄

に

撕

半

さ

れ

て

い

た

。
，
：：

.
現

代

の

重

役

：で

は

、

五

O

歳

未

満

が

、五
.
％
:

に
す
ぎ
な
い
：の
に
、.
当
時
に
お
い 

て
は
こ
の
.

比
童
は
三
0

%

に
近
か
っ
た
。
.

そ
じ
て
、.
六
〇
歲
以
.
上
の
比
率
は
現
代
の
そ
れ
の
半
分
：に
，_
:
>が
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。(

六
〇
歳
以
上 

が
多
い
点
で
は
、
そ
れ
は
現
代
の
部
長
と
は
違
ぅ
が
、
五
0

歳
未
満
の
此
重
で
は
、
'

両
者
は
同
じ
で
あ
る
。
現
代
に
比

較

を

求

め

.る
と
、

一
世
代 

前
の
重
役
の
年
齢
は
同
じ
階
層
の
も
の
.

ょ
り
も
部
長
に
近
い
と
い
'

え
.る
な
ぅ
だ
:;
0

:'
:
へ

.
,

.

'
.昭

和

初

頭

か

ら

今

次

大

戦

中

に

，
か

.

.け

.
て
、
.

五
o

歳
未
満
の
重
役
め
比
重
は
減
少
;1
>

て
き
た
。
し
か
し
、
六
0

歳
以
上
の
そ
れ
.は
依
然
と
し
て
三 

o

.%

前
後
.
に

と

ど

ま

.っ

で

い

た

;0

ル
|

が
-0
:
.て
、.
，五

〇

歳^

め

比

重

が

増

加
:1
>

て
#

た

：の

で

あ:?
)
,-
''0

て

き

. 

た
が
、
:'
;
.現
代
の
.

も
.
の
と
'

ひ
間
の
年
佛
差
.
.は
¥

っ
き
々
出
%

い
る
。
'戦
後
に

€

歳
以
上
め
比
置
は̂

減
し
た
。
そ
: #

で

も
.'
'
'
»玉
0

歳

未

満

は

そ

ヵ

多

く

は

な

ら

ず

匡

ー

分

：
の
一

〖

运
 

て
古
め
ら
れ
：て'
い
セ
。
五 

-'
0

歲
台
が
最
高
経
歡
層
の
主
軸
を
处
す
と
.
い
: 5

様
相
は
、

ー：世
代
前
：か
ら
戦
後
に
わ
た
; 0

て
維
持
さ
れ
；て
き
た- -

と
り
^

比
重
ガ
大
き
ヵ
っ
た
ノ
冬
こ
^

が
、：.
そ
'

の

後

の

：；

--
,

:©

余

年
'€
>

間

に

、
、
が

れ

ら

の

年

齢

構

成

は

六

〇

歳

以

士

が

過

半

を

占

^

^

ほ

ど

に

高

く

な

っ

て

.

:'

含
"

て
.
い
る0
.
.
.
'
:
. 

-

昼

尚

経
,.
.

|

層
の_

に

つ

い

せ

は

、

サ

柴

、

「

年

報」

，
で

述

べ

；：
ら

れ

.

て
い
る
か
ら
、'
こ
こ
で
は
、
か
れ
ら
の
年
齢
構
成
を
考
察
す
る
の
に
必
要
ぃ 

.

な
限
度
で
％̂

忆
：ふ
れ
^

だ
, ^

で̂

ま
；せ
ち
把
^

。
；
経

営

者

を

所

有

型

羞

展

用

型

：と

.

に

分

類

す

.る

秦
 

' 

.

さ

る

。
一
雷
2

表)

へ
所
睛_

経

驾

考

に^

_

漂

者

；識

族

経

営

者

.

.お

ょ

：び:|
|

営

業

出

身

者

が

含

ま
 

:

し

允

終

身_
:;
^

的

為

も

办

と

企

業

間

移

數

の

.経

験

者

お

よ

び

產

業

外

;'
:

'

と
M

r-
-

、o
.

官
界
か
^

v

の
：転
入
者
た
る
転
轔
者
か
ら
な
る
。

.

^

九
；〇
〇
年
.
に
、

.

産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の■

条
件
}
' 

「

：

：

:
.

:
■■

. 

五
、〈

四
四
.

^



夢 2 表 埽 高 経 営層の経歴別牟齡構成 (中分率)
経

\ 歴

\

' ' 1900 1928 : 卜 ' 1962
総 所 有 型 雇用型 総 所 有 型 雇用型 総 : 所 有 型 雇用型

齢
敎

_  

者身

家経 

族者

学入
卒
直
轉

転
職 '
者 m

削自 

者身

家柽 

営 

族—考

学入
卒
直':.' 
後社

転
職

者 数

創
業
者

家極

食

族者'

学入
卒
直
後朴

転
職
者

総 

69へ

数 

-70歳 

-65 :

1000 

: 2 2

664

13

61 44 231

9

1000

87

134
10
20

39

5

205 622
40
62

1000
101
151

42
16

....5

87
4

10

470
27
63

401
$4
7364へ-60 . 70 39 ...' ■ 31 167 20 • 2 20 125 346 f 7 15 1<)0 1S4

〜55 114 61 53 228 34 . 2 69 123 271 7 15 146 10S54へ 215 155 13 9 38 205 20 57 128 86 4
2

17 3IS 9q
184 123

• •
13 48 145 15 12 29 89 32 15 8 744へ̂ 40

'し . • 123 76 4 13 30 71 5 8 20 38 8 1 6 1
洲へへ .，.. 272丨

1 9 7
44

：9 1
22
ノ ；"

42 10 10 5 17 5 5

がある

，与略干皮りS 任平添, 保式弔薛お•よ:び人事興信録 

法;経伊不明を除Y、たがら ,第 1寒の敎字と合致しな1

• 

< 

> 

I
n 

> 

« 

j 

\

.

.は
、
.所

有

型

が

四

分

の

三

近

く

を

占

め

、

：

.雇
用
型
の
な
か
で
の
終
身
雇
用
的
な 

:丰
め
は
わ.ず

か
.で

あ

，
た';
-
;;0

^
九
、ー
ニ/\
年
^

な

名

と
-;
;
:

'
^
^

者
は
雇
用
型
^

な
っ
.

た
が
.
:'

：
そ

：の

多

ぐ

.は

転

職

者

で

あ

：っ

た

。

現

代

に

，
お

い

て 

:

は
，
B

用
型
が
ま
す
ま
す
多
ぺ
な
っ
た
の
み
で
な
ぐ
ゼ
そ
の
な
か
で
の
終
身
雇 

\
.

用
者
が
激
増
'^
>

そ

の

比

重

は

経

営

者

全

体

の

半

分

に

近

く

な

_
っ
て
い
る
。
，
 

わ

が

国

：
の

経

済

発

展

に

：お

い

：て
：は

.

、

財

閥

が

：ホ

心

的

役

割

を

演

じ

て

き

て 

い̂

。
：
：
そ

し

：て

、
：
三

井

*

住
友
と
い
っ)

た
典
型
的
財
閥
に 

を
も
.
0

て
，.い
.

た
財
閥
家
蔌
が
背
後
に
退
レ
^̂

ね
名
と
ぃ
■.

っ，た
償
例
が
.
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
番
M

if
c

.

治
が
®
墨
の
重
役
を 

:
.育
成
.

て
.
ぎ
た
の
で
あ
石
.>

明
治
中
期
か
ら
.

昭

和

初

頭

：に

か

け

て

の

最

高

経

営

. 

層
の
類
型
め
推
移
ば
、.
•-

の
事
情
を
物
語
る
。:.
:

さ
ら
に
、
財
閥
本
社
が
人
事
権
：
 

.

を
集
中
的
に
掌
握
し
て
い
た
の
で
、
傘
下
の
企
業
相
互
間
で
.の
首
脳
人
事
の
交 

:

流
.
は
.

か

な

り

活

発

に

行

い

え

；た
。

こ

れ

か

ら

し

て

、
；
：雇

用

型

の

.な

か

で

の

転

職 

:

者
の
^

重
.

は
大
き
く
な
.

っ
た
。
«

職
者
で
の
官
吏
あ
が
：り
の
比
重
は
、
か
つ
て

.

.現
代
.

の
'そ
れ
の
一
；
一

倍

に

も

及

ん

で

い

る

が

、

そ

^

で 

も
、，
転
職
の
主
軸
は
同
系
列
の
企
業
間
で
.

の
.そ
れ

で

あ

っ
'

た
。

.

戦
後
、
雇
用
型 

:

へ
：の

傾

斜

は
,1
>

ょ
い
ょ
太
き
く
介
っ
た
が
、
財
閥
本
社
の
解
体
に
ょ
っ
て
、.
人 

事
権
が
分
散
し
：.た
か
ら
、：'
終
身
雇
用
的
性
格
が
強
化
さ
れ
て
き
た
。

現
代
の
最
高
経
営
層
.

の
年
齢
構
成
に
っ
ぃ
て
み
る
と
、
雇
用
型
で
は
、
五
.

0

歳
の
後
半
か
ら
六
〇
歳
前
半
に
か
け
て
の
幅
に
、
大
部
分
、が
集
ま 

っ.
て
い
る
。
転
職
者
で
の
こ
の
比
重
は
六
〇
％
で
あ
る
が
、
終
#

雇
用
者
で
は
、'
こ
れ
は
八
0

%

に
も
及
ん
で
い
る
。
五
；〇
歳
前
半
以
下
の
比
重

は
、

両
者
と
も
に
一
〇
％
程
度
で
あ
る
か
ら
、
転
職
.
者
に
お
い
て
は
、

六
〇
歳
後
半
以
上
が
相
対
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

雇
用
型
に
比
べ
る

•

-
:
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

と
、
所
有
型
の
■

年
齢
分
布
は
不
規
則
で
あ
る
。
前
者
に
対
す
る
後
者
.
の
特
徴
と
し
て
は
、
創
業
者
.
に
つ
い
.

て
は
、
六
〇
歳
後
半
以
上
の
比
重
が
大

.
 

- 

■.

き
く
、：：
半
数
に
達
し
て
お
り
、
-;
.

家
族
経
営
者
で
は
、
そ
の
逆
に
.

、'
五
0

歳
前
半
以
.
下
が
同
じ
大
き
さ
に
な
0

て
い
る
。
：
つ
ま
り
、
.
' 

雇
用
型
に
お
い 

て
は
、
限
ら
れ
た
年
齢
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
る
の
に
、
所
有
型
で
は
、
そ
の
両
端
&

の
分
布
が
目
立
っ
て
い
る
:0
:
-
 

現
代
の
最
高
経
営
層
の
主
軸
を
な
す
雇
用
型
経
営
者
は
、
五
o '

歳
前
半
以
下
の
若
さ
で
そ
の
地
位
に
就
く
し
と
が
困
難
で
あ
る
と
同
時
に
、
六 

〇
歳
の
後
半
に
い
た
る
ま
で
そ
れ
を
維
持
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
こ
の
期
間
は
せ
い
ぜ
い 

一o

年
ほ
ど
あ
り
、
業
務
に
習
熟
し
、
広
大
な
抱
負 

を
実
現
す
る
の
に
十
分
な
歳
月
で
あ
る
.
上
は
：い
え
な
い
。
か
つ
て
の
.

よ
ぅ
に
、.
巨
額
な
重
役
賞
与
.を
梃
と
す
る
雇
用
型
か
ら
所
有
型
へ
の
転
化
の 

機
会
に
、へ
現
代
の
経
営
者
は
恵
ま
れ
，て
い
な
い
。：
そ
の
任
期
を
終
る
と
"

か
れ
ら
は
再
び
も
.
と
の
古
巣
へ
.

戾

ら

な

く

て

は

な

ら

な

；い
。

雇

用

型

経

営
者
は
自
分
を
上
流
階
層
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
.
な
く
な
っ
.

て
：い
る
。.
こ
，
の

意

味

：に

お

い

て

も

、
.
最

高

経

営

層

は

部

課

長

と

同

質

化

し

つ

つ

•
; 

、
 

あ

る

。
：
：
：

'

:

.

.

.

'

ン
：
：

.
'
リ

 

^

:

現
代
の
最
高
経
営
層
は
五
〇
歳
後
半
か
ら
六
〇
歳
前
半
に
、：
一
世
代
前
の
そ
れ
は
3:

〇
歳
ム
ロ
，に
、
.

ー
ー1»:
^

0|
1

の
そ
れ
は
五
0

歳
前
半
以
下
に
集 

中
し
て
い
る
と
い
ぅ
様
相
は
、
各
世
代
の
終
身
雇
用
型
に
.

：お
い
.

て
、
も
0

と
も
は
.

：っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
'

る
。；
同
じ
雇
用
型
で
も
、
転
職
者
の
場 

合
に
は
、.'
,

よ
り
高
.

い
年
齢
層
へ
め
分
布
が
多
く
な
0
.
,て
い
る
:0

し
.
た
が
.

っ
て
、'
そ
.れ
は
終
身
雇
用
者
と
創
業
者
の
中
間
の
年
齢
構
成
を
示
し
て
い 

る

と

い

：え

る

。
，
創

業

者

で

.

.は
よ
り
高
い
年
齢
層
に
、
：
家
族
経
営
者
で
は
よ
；り
低
い
そ
れ
に
、
：重
み
が
.
か
か
？
て
.

い
る
。
，一 :

九
〇
0

年
に
は
、
家
族 

隹

営

者

以

外

：の

所

有

型

で

も

、

'

連

い

年

代

の

比

重

が

大

き

い

の

は

、

か
：れ

ら

.

の
多
く
は
自
営
業
の
.

出
身
で
あ
.

り
、
そ
こ
で
は
、
隠
居
制
度
が
普
及

し
て
い
：た.
と
：
い

ぅ

事

情

：に

.
よ
^

も
©

で
ば
な
が
：ろ
ぅ.か
。
:'
.

-
へ
；
べ

.

 

.

.

.

.
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産
業
社
会
に
お
け
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昇
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諸
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五
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第 3 表 . 地 域 别 m : m 率 (総数は中分率)
.■ ■ . ■. ■ • •.'一 ____ • - . •__ • I ....-

地 \ 役  

域

‘ 1 9 2 0

男 子 出 生  

人 I I

謂 役 数 部 長 . 数

• • ' V ...

M 長 数

m
出

伞

踅 ヽ 役
部 : 挺

課 :， 美

総数ノ 平均飯 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 i o o o , 1 0 0 1 0 0 メ 1 0 0

北 海 道 24 15 ■ 16 マ :': . . ' : : ,21.. 62 67 88
衆 116 43 54 54 37 47 47
北 関 東 65 43 36 ; 40 66 55 62

南
[ 東 京

'  40 163 223 265 408 556 663
関 祌 奈 川 20 28 28 •45 140 140 225
衆

Lそ め 他 : 54 32 30 : 38 . 59 56 70
，北 ■ m 85 79 51 ご■ 56 93 60 . 66
東 山 ：. \ ：; 62 55 49 47 89 79 76
求 海 88 77 76 62 88 86 70
i

，京 都 20 31 34 J 24 155 170 120
近

大 阪 31 54 61 52 174 197 168

畿 兵 庫 38 74 60 49 195 158 129
■ 夫 の 他 41 46 35 33 112 85 80

山 陰 23 19 12 14 83 52 61

山 ： m 72 79 88 70 110 122
9 7

四 国 65 47 49 35 72 、 75 : 54
北 九 州 107 94 88

7 5
88 82 70

南
九 州

38 15 9 17 40: ：24 45

■ . .

の 他

_ . ....
' 丑

6 ...ハ.'1 3 55 9 27

资坪 :大正 9 年国勢調査結果，東洋轾済会社四季報昭和教年第4 集 .人事興信録第2 1版 . 
ダイヤモンド会社释貞録昭和3 8年 U 月版。 ：. :

産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
諸
条
件

四
一
:

%

、
課
長
の
そ
れ
は
四
四
％
で
.

あ
る
。(

第
'3

凌)

.

ノ
さ
ら
に
、
：
；
そ
の

.

細
目
を
み
る
と
、.
、.京
浜
で
は
、
重
役 

::
:

か

ら

課

長

に

，か

け

て

，
，
比

重

が

次

第

に

拡

大

：さ

れ

、 

;
1
'九

％ 
•
'ニ
五
.

％ 
•

三

1
:
%

に
.

な
っ
て
い
る
の
：C

 

.

京
阪
神
で
は
、
逆
に
、.

一
.

六
％
.

か
ら
.

一
三
％
と
い
ぅ 

'

縮
小

Q

傾
向
が
出
て
い
る
。
経
営
者
の
出
生
地
で
の 

::1
1
.

大

都

市

圏

の

比

重

が

大

き

く

な

る

と

、
：.
地

方

出

生 

者
が
経
営
#

に
な
る
機
会
が
小
さ
く
な
り
、
地
域
格

.

v

- 

ぃ
 

こ
の
問
題
を
的
確
に
表
出
す
る
に
は
、
諸
地
域
で 

V

の
出
生
経
営
者
の
絶
対
数
を
あ
げ
.る
だ
け
で
は
な 

:
'
:
:
:<
:

:-
'

そ
0

;

輩
出
率
が
計
算
さ
れ
な
く
て
：は
な
ら
な
い
。
 

:

諸
地
域
に
つ
.
.い
：て
、
出
生
経
営
者
双
^ -
出
生
人
ロ
双 

V

と
.相
閨
さ
せ
る
ご
と
に
ょ
っ
て
、
：
ぐ

S

の

比

率

が

.
算

出
 

.

さ
れ
る
。
:

こ
0,

場
合
、
へ
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
子 

':
;

で
知
名
が
ら
、':
/

男

子

出

生

人

ロ

：だ

け

を

問

題

.
に
.す

れ 

/

ば

ょ

い

。

そ
.
し

て

、

経

営

考

の

.出

生

時

に

お

け

る

人 

-'
■
:

ロ
数
が
ぁ
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
5

な
ぃ
。
し
が
し
、

:,

九

(

四
五
三)

::
:'
.
1
:ー:1
:

代

前

に

：お
い
：
て

ほ

、
，
高

等

教

育

機

関

さ

れ

な

く

て

は

•
な

ら

な

い

。

か

れ

ら

.
の多
く
は
四
〇
歳
台
で
あ
り
ノ
残
り
は
：五
©

歳
前
半
羞
§

歳
台
.

に
折
半
さ
れ
て
い
お
^
^
^当
時
の
昇
進
は
徒
：
 

弟
制
度
に
.

ょ
4

年
功
序
列
的
な
も
^

で
あ
•

孽

校

出

の

採

用

：は

の

年

功

制

を

打

破

し

、

-:
'
:

新

進

気

鋭

：裏

入
^

ノ
タ
を
意
味̂

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
，；：瑰
代
に
お
^

そ

：
は

、
，
：
同

年
功
に
ょ
ら
な
い
人
材
登
用
の
手
掛
^

^

な

：
々
た
：が

、
：；

■
現

代

で

：は

〔

，
そ

れ

が

年

功

序

列

制

度

の

基

盤

と

な

つ

て

し

ま

つ
^

,:
°

':

■

:'
''
^

去
六
©

年
間
に
，''
-'!

経
営
者
の
年
齢
は
、
：.ー
戦
後
の
疔
時
期
を
例
外
と
;1
>

世
代
前
の
重
役
の
.
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ゥ
、
部
長
の
そ
れ
は
一
世
代
前
の
重
役
の
そ
れ
に
近
い
？
そ
し
て
、
現
代
の」

最
高
経
営
層
の
.

過
半
•は
六 

〇
歳
'
を
,>
-」

：
え

て

い

る

。

が

：
れ

- ^

の
#

く
は
、
.

生
理
的
条
件
か
.

ら
し
て
^

、，.
新
陳
代
謝
を
避
け
え
な
い
_

.

^

た
時
期
を
活
用
し
て 
>
:
:産
業
社
会
に
迫
カ
を
注
入
す
る
七
.

い
，
ぅ

観

点

か

ら

'1
.

て
;>

現

状

は

の

：：ぞ

ま

-^

い
も
の
で
は
な
へ
い
。
.
.責
任
あ
る
地
位
に
：就
い 

た
時

に

；は
、

.

.：
気
.
は
焦
れ
ど
、ハ
肉
体
の
老
化
女
嘆
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
'

と
い
ぅ
の
.

は
、
た
ん
に
個
人
の
悲
劇
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
に
も
、
 

大
き
な
損
失
で
あ
る
。.
-.
.V.
 

-
 

-

明
治
維
新
に
'

あ
た
0

て
、「

四
0

歳

台

以

土

，は

棚

上

げ

さ

れ

、
：

.

そ
の
推
進
カ
と
_

な

?

明 

治
以
降
の
成
長
期
の
日
本
経
済
を
担
づ
て
い
た
の
は
、
四
0

歳
か
ら
五
0

歳
に
.

か
け
.

て
の
人
；び
'

と
，
で

あ

つ

た

。

.

：現
在
の
*

態
に
直
面
し
て
、
機
械 

的
に
適
用
さ
れ
る
年
功
制
を
排
除
し
て
、
：，能
カ
.

に
も
と
づ
く
抜
擢
に
ょ
. 0
:

て
、
高
齡
化
の
克
服
が
期
待
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
'.
.

:

:

ニ
、
出

生

地

——

地

域

格

差

の

問

題
..

ノ

,

:

:

:

 

.
 

.

-

.

 

.

.

.

 

-

,

■'
.

:

,.
.
.
.

 

.

.

,

.

.

.
 
..,

-

.

.

 

.

.

 

..
'-

 :

.

:

■

.

..
- 

.

 
....

.

.

 

^

大
企
業
の
本
社
は
京
浜
と
京
钣
神
の
.
-:

大
都
市
圏
に
集
-S-

.

し
て
い
る
.

か
ら
、
，
本
社
課
長
以
士
め
経
営
者
の
多
く
は
こ
れ
ら
の
地
或
に
居
茁
し
て

. 

.

.

.

 

-

-

 

.

.

.

.

 

. 

.

 

'

.

.

 

.

.

■ 

.

.

.

 

. 

. 

い
.

る
;0

し
か
し
、
■;

か
れ
ら
め
出
坐
地
は
か
な
り
分
散
し
て
い
.

る
.0
:

こ

の

ニ

大

都

市

圏

を

出

生

地

と

す

る

重

役

の

：比
重
は
一
ユ

^

^
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•

弈
別
书
顚̂

x

q

A

P

Bai
n

.

難
。

：

'
.

地
方
出
生
者
の
比
重
は
六
〇
％
に
近
づ
.

き

、
：
京

浜

居

住

重

役

の

：三
分
の
一
一
ほ
ど
.が

地

方

出

生

者

に

：ょ

っ
て

虑

ら

れ

、

京
阪
神
で
も

、

こ
の
比

重
 

は
四
〇
f

こ
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
現
代
に
な
る
と
、.
.

地
方
出
生
者
の
.

比
率
は
三
分
S

 

く
な
り
、
京
阪
神
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
六
〇
％
に
達
し
て
い
^
。V
:

S

年
の
経
過
.

力

ら

し

で

、
.
一
一
つ
の
事
柄
が

指
摘
さ
れ

る
。
：
.
.橐

の

近

代

化

が

進

行

す

る

に

つ

れ

て

、
，
地

域

的

封

鎖

性

が

次

第

に

打
破
さ
れ
、
 

最

高

経

営

層

の

輩

出

率

に

，
つ
：
い
て
，
の

地

域

格

差

が

»

い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
京
浜
に
七
べ 

て
、
' M

阪
神
は
封
鎖
、的
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
で
t

.

。
し
か
し
な
が
ら
、
：
両
^

と
し
て
展
開
さ
れ
た
軽
工
業
に
対
す
る
重
工
業
の
：優
位
確
立
、•
1

経
済
と
政
治
め
.

関
係
の
緊
密
化
は
、
最
高
経
営
]1

の
吾
住
地
と
1.

比
重
を
低
め
た
。
t

の
地
域
に
フ
か
つ
て
^

へ
三
分
の
ー
を
上
回
わ
る
最
高
経
営
層
が
居
住
U

て

い

.た
の
に
、，
晃
代
で
は
、
..
'.：
雰
の
一
以
下
の
t

 

の
し
か
見
出
せ
な
い
。：
こ
れ
と
平
行
し
て
、
出
生
者
数
で
の
比
率
も
低

く

な

I

、

.
産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
諸
条
件 

1
1

<
3
E

£

r

■

1
:

一

(

四
五
五)

;

 

1

〇 

<

四
五
四)

便
宜
上
、
ニ
.

九
ニ
0

年
の
.

男
子
出
生
人
.

ロ

が

利

用

さ

れ

：る
。

^

れ
は
課
長
の
.

出
生
時
に
は
近
い
が
、
部
長

•

重
役
に
と
:0

て
は
、
こ
.

の
時
8

は
1| 

切
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
.

、
こ
れ
で
も
、
大
勢
を
と
.
ら
え
る
に
は
足
り
る
で
あ
ろ
5;
。

:■
;.
.

.

:

:

 

;

■

.

.''

.
1
1大

都

市

圈

で

：は
、

.:
\

経
倉
者
の
絶
対
费
：多
'

い
だ
对
で
：：は
な
く
'

¥

 

へ
土
：く

に

、

:'
.

東

京

の

数

字

.は

大

き

い
。'
重
^

に
.

つ
い
て
は
西
-/

一
倍
、

部
.

長
で
は
五
.
•
.六
倍
、

課
長
で
は
六
.

六
倍
と
，い
う
ょ
う
に
、

こ
.の
数
字
は
累
進
的
に
大
き
く
な
っ
て
い

•
.一
.

.

.

.

：

 
一

.

. 

- 

• 

* 

- 

-
•
•
•
•
•
• 

.. 

'■•
•
•
•
•
•

 

.

^

■°
1
1
.大

都

市

圏

以

外

で

は

、
.
平

均

値

を

今

 

っ
て
い

る

地
域
.
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

「

.

重
役
の
場
合
に
.

は
、
京
阪
神

^
除
く
近
畿
お 

ょ
び
山
陽
が
あ
げ
ら
れ
る
が
ノ
部
長
で
は
、.
：山

陽

の

み

で

あ

り

、

.

課
長
：に
な
，る
と
、)

0

の
ょ
3:
.な
地
或
は
皆
無
で

る̂

。
へ

こ
れ
ら
の
地
域
と
対
嗝 

的
な
の
は
東
北
：之
南
九
州
で
あ
り
、
こ
.
れ
ら
.

は
、
い
ず̂

の
瘙
営
階
層
に
.

お
い
で
も
、
3:

〇

％

未

満

の

：置

率

し

か

$

た
^-
^
^
^
 ̂

ノ 

.

.

東
京
と
東
北
-

南
九
州
と
い
乃
両
極
端
を
除
く
と
、
輩
出
率
に
お
け
る
開
き
は
そ
.
う
大
き
.

ぐ
.
は
：な
^:
1

'-
.
1

多
く
は
七
〇
％
前
後
か
ら
一
〇
o

%
台 

の

と

こ

，
ろ

に

分

-*

';
1
.て
い
る
。
五
ぬ
^

台
以
下
の
輩
出
率
^

か
も
た
な
い
地
减
の
男
子
出
生
入
ロ
数
で
の
比
重
は
”

重
役
.

で

は

ニ

ー

％

、部
長
で 

•^
三

〇

％

、
.

課

長

で

：は
ニ

 

一
 

％

で
あ
る
。

「

年

報」
で
指
摘
し
.

た
ょ
う
に
、

ァ
メ
ヴ
；ヵ
に
：お
い
：て
:'
.

大
，企

業

経

営

者

の

輩

出

率

が

五

0

%

ム
ロ
以
下 

に
な
っ
て
い
る
她
域
0.

人
:0

数

が
.

三

分

の

：
1

.

の
比
重
に
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
こ
の
数
字
^ '

相
対
的
に
小
さ
い
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
わ̂
;
'

国

で

は

、
.
：
各

地

域

の

出

生

者

が

ょ

り

均

等

な

機

会

を

も

づ

て

い

た

と

い

うこ
と
が
可
能
で
あ
る
。
,

じ
が
1>

、.
間
題
が
.

出
て
き
.

つ
つ
あ
る
。
年
齢
の

-
 

■

.

■

.

.

低
い
隹
営
層
に
.
.お
い
て
、
東
京
の
比
重
が
次
第
に
.大
含
く
な
っ
て

き

てい
る
と
い
う
こ
と
.

に
着
目
す
る
と
、
',
地
域
格
差
の
問
題
に
楽
観
的
で
あ
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い 
0

:,
.

.

:.
.

.

v

.

^

^

^
 

‘ 

.

, 

.

.

.

 

/ 

. 

. 

'

.

.

.

へ

 

,

.
産

業

の

近

代

化

が

未

熟

な

段

階

に

お

い

て

は

、

.

0

0

の
地
域
的
定
着
性
が
強
く
、
か
れ
ら
の
多
く
に
お
い
て
、
出
生
地
と
畀
庄
地
が
合
豸
し

て

い

た

。
：
：
一
九
〇

〇

年

に

京

浜

•

京
阪
神
に
本
社
を
置
い
て
い
た
代
表
的
会
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
重
役
の
な
か
で
.

の
.
ー
，
ー

大

都

市

圈

以

外

の

• 

• 

• 

• 

- 

-

地
域
の
出
生
者
数
は
三
.

〇
％
に
足
り
.

な
か
づ
た
0

(

第
.
4

表)

こ

の

地

方

出

生

者

の

九

〇

％

近

く

が

京

浜

，に

居

住

し

て

い

た

。

京

阪

神

で

は

、

当

時 

の
代
表
的
実
業
家
の
敗
九
〇
％
が
定
着
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
京
淚
で
の
こ
の
数
字
は
六
〇
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
世
代
後
に
は
、



.
:
:
-:
:'し 

' 

一
 

ニ
ー

(

四
五
六
.

)

.

そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
た
が
、
.

現
代
で
は
，
逆
の
開
き
が
目

-̂

っ
っ
て
い
る
。
：
両

時

点

に

.お

：い

で

ゾ

阪
ネ
の
そ
れ
は一

一
四
％
か
ら
.

一
五
％

に

ま

で

縮

ま

，
っ

て
い
る
。

.

居
住
者
に
：お
：い
て
は
、
京
阪
神
が
縮
小
し
た
だ

け

、
，

京
浜
が
増
大
し
た
が
、
京
阪 

.

で
減
少
^

た
出
生
者
数
は
、.
ニ
大
都
市
圈
以
外
の
地
域
.
に

吸

収

さ

れ

：た

。
：：
务

^

て
，
そ
れ
だ
.

け
、：
地
域
故
差
ば
改
善
ざ
れ
て
ぎ
て
い
る
。

:

,
:

兰
世
代
'

の
比
較
に
#
い
文 
>

,

最
高
経
営
層
た
.

る
地
位
が
.

地
^

生
者
に
開
放
さ
れ
る
と
い
5

傾
向
が
：出
て
い
る
が
’
.

こ

れ

が

直

線

的

に

進

—

す 

:

る
が
ど
う
か
に
つ
；いp
は
、
：疑

:'
■

.'
t

.

昭
和
初
頭
と
現
代
と
の
間
に
、
戦
時
中
お
ょ
び
そ
の
前
後
の
時
点
を
加
え
て
み
る
‘

と
，
地
域
格
差
の
縮
小
と
い
ヶ
傾
向
は
規
則
的
に
は
與
わ
れ 

て
b
な
.

V

1

一：九
一
一
八̂

か
ら
一
九
三
六
年
に
が
け
て

は

、

.

.

.京
阪
神
出
生
者
の
比
重
は
低
下
し
た
が
、：

京
浜
出
生
者
の
そ
れ
は
増
大
し
た
。
後
考 

が
前
者
を
上
回
っ
て
ぃ
る
か
ら
、'
そ
れ
だ
け
、

7

地
方
出
生
者
が
最
高
経
営
層
に
な
る
機
会
は
縮
小
さ
れ
た
>

か
れ
ら
の
比
重
.
は
六
〇
％
近
く
か
ら 

四
〇
％
台
に
低
^

し
た
:/
0

.

1

ろ
が
、
戦
時
中
お
上
び
戦
後
に
来
い
て
は
、：

地
方
出
生
者
ぬ
機
会
は
拡
大
さ
れ
.
た
，

そ

の

反

面

、

ニ

大

都

市

圏

の 

.

出

生

者

数

フ

と

く

に

：，
.
東

京

の

そ

れ

は

大

幅

に

減

少

^

た
。.龜
方
出
生
者
の
比
率
が
最
大
に
達
し
た
の
は
一
九
五
〇
年
で
あ

り

、
.
そ

の

数

字

は 

七

〇

％

に
達
し
：た
。
-1
.

か
る
.

に
、「

そ
の
後
、
姜
れ
は
苒
び
澈
來
し
、-:
六
：〇
％
台
ぬ
な
っ
七
い
る
。

^

^

が
、
，
増

加

の

著

し

い

の

は

京

浜

の

そ

れ

：で

あ

り

、

.

そ
.

こ

で

ぼ

、
：
：
：
ー
九
ー
ー
八
年
と
同
じ
数
字
が
出
て
い
る
。

-:
'

.:
'

一.
九
8

年
の
東
京
出
生
の
代
表
的
実
業
家
の
：な
が
で
、
そ
の
次
が
京
浜
以
外
の
出
生
者
で
.

お

る
も
の
が
半
数
に
及
ん
で
い
た
。
大
阪
出
生
の 

も
の
で
は
：

こ
の
数
字
は
三
0

%

で
あ
づ
：た
。
ご
の
場
合
、.

注
/a

さ
れ
る
の
は
前
者
が
後
者
ょ
り
%'

大

き

い

と

い

うこ
と
で

は

な

く

、

代
表
的
実 

業
家
の
父
：に
つ
いV

の

数

字

が

か

れ

ら

自

身

の

も

の

.
ょ

:-
!
)
;も
大
き
い
と
い
う
こ
と
.で
あ
：る
。：
当
時
、：f

M ,

居

.住^
^

 

大 

阪
居
住
の
そ
れ
の
九
〇
％
が
.

地
元
出
生
者
で
あ
づ
た
の
；,

か
.

ら

の

父

に

つ

，
い

て

は

：

’

'*
:

元
出
生
者
の
.

比
率
は
東
京
で
五
〇
％
、
大
阪
で
七
〇 

%
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
代
表
的
実
業
家
自
身
ど
が
れ
ら
の
父
に
お
け
る
数
字
の
相
違
か
ら
推
測
さ
れ
う
る
こ

と

は

、
.
--
-
*
九

〇

〇

年

め

 

一

.1
1
-

 ̂

前
に
お
V
て
は
、
よ
り
大
き
な
機
会
が
龙

方
出

生

者

に

与

'え

ら

れ

て

い

た

の

で

は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
.
旧

幕

時

代

の
大
富

豪

は維
新
と

と
も
に
；実
力
を
失
い
；
そ
I

く
が
.

没

落

し

て

い

：

い

う

事

情

が

'

I

こ
れ

は':
'
'
.前

述

と

と

，
ぎ

、

V:
地
方
出
生
者
に
対
す
る
機
会
拡
大
の
直
線
的
進
行
と
い
う
傾
向
に
反
す
る
現
象
と
な
る
^
^

と
の
ょ
う
な
逆
枉
的
-:
^

象
が
：見
出
さ
れ
る
の
で
あ
を
か
ら
、>
将
来
の
®;

向
^

9

い
：て

の

推

論

は

；慎

重

に

な

さ

れ

‘

な
く
て
は
な
ら
な
.

い
。
地
方
出 

生
者
に
方
す
る
.

機
会
が
拡
大
さ
れ
'

地

域

格

差

が

縮

小

さ

.

れ
る
ど
い
う
傾
向
に
反
す
な
兆
候
、か
生
.

じ
'て
い
る
ょ
}

で
あ
る
。
M

3

表
で
示

さ

れ

て

 

.

い
る
ょ
う
に
>

_

代
の
数
字
I

,

い
て
、
;.
-
-
一

大

都

市

圏

の

..比

重

が

重

役

で

は

意
 

奮

層

の

一

年

代

が

若

く

な

る

に

つ

れ

て

、

一：：

盡

と
部
課
長
と
が
同
質
的
產
り
，
将
来
S

役
I

代
の
瓿
課
長
の
な
か
か
I

ば
权
る
と
す
る
と
-

^

^

そ
S

生
者
に
多
く
の
中
麗
営 

層
を
も
？
_
て
.

い
.
る
京
浜
は
、；：橥
い
名
の
财
组
者
が
ら
.

を

#;

く
の
最
高
経
営
層
を
出
す
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、■
最
高
経
営
層
の
輩
出 

率
で
の
地
域
格
差
は
、.：：
：
：京

浜

め

比

重

増

太

を

軸

と

k

て
拡
大
さ
れ
る
杯
そ
れ
が
あ
ふ
。
、三
世
代
の
比
較
に
.

お
い
て
は
、
地
威
格
差
が
解

消

さ

れ

つ

 

つ
.
あ

る

ヵ

ー

に

み

ら

れ

た

が

 

>
 

こ
：
め

問

題

に

：

つ
；：

い

で

：
：贫

ぐ
,

'

.

k

• 

* 

' 

; 

‘ 

.

. 

I 

. 

. 

. 

' 

. 

. 

• 

. 

" 

* 
.

.

.

.

.

.

•

 

: 

- 

. 

' 

. 

•
+
..
 

.

.

.

.

.

ン
r 
.
.
. 

•;
-

:

.
 

+ 

■

、
現

代

の

大

企

業

に

お

.

い
.

|

、.、'
最

高

経

営

層

办

九

〇

％

が

高

等

教

育

機

_

の
卒
業
者
で
あ
る
。
企
業
経
営
考
の
大
部
分
が
学
校
出
で
あ
|

う
点
で
は
：
.

日

本

は

欧

米

的

水

準

言

を

：

ソ
連
と
類
似
し

.
て
い
る
と

.
い
克
ぎ
部
課
長
の
：ぼ.
と

ん

ど

も

義

務

教

育

以

上

の

：学

歴

を

も

ぢ

.、

.
そ
の 

大
部
^
は
高
等
教
育
機
関
の
卒
業
者
で
も
る
•
。

’ 

'中
等
学
校
卒
業
者
の比
重
は
ハ
課
長
_

は
一
：〇
％
を
：
I

る
が

' 部長
に
な
る
と
、
数
％
に
す
ぎ 

な
く
な
る
。
中
等
学
校
以
下
の
学
歴
歎
も

I

い
最
高
経
営
層
の
多
く
は
、
：
創

業

者

で

少

数

の

例

外

を

除

い

て

は

、

雇

用

屋

雪

は

 

学
校
出
でf

 

,

学
校
出
で
な
く
て
は
、
課
長
業
な

I

ぼ
む
ず
か
じ
く
、
：部
長
以
上
に

.
な
る
の
は
ほ
と
ん
ど
.

不
可
能
で
：
あ
る
と
い
：う
の
が
現
状 

で
：あ
る

，
.
.

、
.■/
'
•.■.
'-
;
.:' 

i 
ベ
：

' 

一
二

：. 
. 

.
-
"
'

:•

>
-
-

へ

;•
, 

-

産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
諸
条
件
：
， 

一 :兰
(

四
五
.

七)



.

.

こ
の
：よ

う

に

ク

学

校

出

が

大

企

業

0

中

間

以

上

の

餘

當

層

：を

独

占

す

：る
ど
：
い

う

傾

向

^

;

わ
が
国
^

^

が
な
り
以
前
か
ら
現
わ
れ
c

い
た
。

.

産
業
の
近
代
化
は
後
進
的
で
あ
っ
た
が
、
産
業
界
が
学
校
出
の
労
働
市
場
に
な
?>
-

の
は
早
か
っ
た
。
産
業
の
近
^

^

か
端
緒
的
杉
態
を
整
え
.は
じ 

.
^.

た
明
治
ー
1

0

年

前
後

か

ら
^

校
册
が
産
業
界
へ
人
^'

の
が
敷
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。.
そ
の
き
っ
か
け
，を
つ
く
っ
た
も
の
.
と
し
て
、
三
中r

v

 

中
、上
川
養
郎
が：
あ
げ
が
榨
る
。：：

」

が
れ
.
は
：侫

統

的

：な

前

垂

.

生

義

を

く

ず

む

^

'

学

ら
、

V

経
営
者
に
必
要
な
技
倆
は
徒
弟
制
度
に
よ
っ
.

て
習
得
さ
れ
を
も
の
が
ら
正
規：

の
教
育
に
傲
存
す
る
も
の
に
»

マ

て

き

た

’

こ

の

変

化

は

年

功
 

序
列
'
に
よ
ら
な
い
人
材
登
用
を
内
容
と
す
る
も
の
で
％

っ；た
ど
1^
'

が
こ
と
，に
、.：.注
意
$

旬
け
ら
れ
な
く
.
て
ま
な
ら
^

$

一
九
〇
〇
年
の
代
表
的
実
業
家
.

の
四̂

の
三
は
四
〇
歲
以
上
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
ニ
〇
歳
程
度
で
あ
っ
.
.た
項
に
は
、„
い
ま
だ
、
近
代
的
教
育
制 

度
は
確
立
さ
れ
て
V

な
か
っ
た
。
こ
の
事
情
も

.

ぁ
っ
て
、.
^:

時
0,

代
表
的
_

業

家

か

，
な
.

が
で
0;

学
校
出
.

の
比
重
は
ニ
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

' 

そ 

‘
の
後
，
こ
の
比
重
は
急
速
.
に

増

大

し

、

一
.低

代

を

経

た

昭

和

初

頭

に

は
、
最
高
経
営
層
の
三
.

分

め
-:
が

学

校出
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
に
い
た
っ 

た
。
今
次
大
軟
を
経
過
し
て
、，
そ
れ
ぼ
ま
す
あ
す
大
き
ぐ
な
り
，
現
代
で
は
、：
大
部
分
の
経
営
者
ば
学
校
出
で
あ
る
。
し
た
：が
っ
.

て
、
.経
営
者
の 

出
身
校
を
問
題
.
に
す>

0

に
は
、
高
等
教
育
機
関
を
あ
げ
る
だ
け
で
ほ
.ぼ
十
分
で
.
あ
る
0.
.

:

学
校
出
の
経
営
者
.

の
な
か
で
.
.の
大
学
出
の
比
重
：は
、
：部
長
以
上
.

で
は
八
〇
％
、
，課
長
で
は
四
分
の
三
‘
に
な
っ
て
い
：る
。

(

第
5

表)

か
れ
が
最
終 

学
校
を
卒
業
し
た
当
時
に
お
い
て
は
、.
高
等
教
育
機
関
卒
業
者
の
な
か
で
の
専
門
学
校
出
の
.

比
重
は
六
〇
％
前
後
に
及
ぶ
の
に
、
そ
こ
か
ら
は
ニ 

〇
％
台
の
経
営
者
し
か
出
て
こ
な
か
0
た
。
と
れ
ら
の
数
字
か
ら
し
て
、
大
学
出
.
は
、
'専
門
学
校
出
に
比
べ
て
、
' は
る
が
に
大
き
な
機
会
を
も
っ 

て
い
た
と
い
：え
る
。
か
く
て
、
産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
条
件
と
し
て
、
，
.学
麼
水
準
が
問
題
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
.事
態
を
さ
ら
に 

み
つ
め
る
と
、/

問
題
に
な
一
る
の
は
た
ん
な
る
学
歴
水
準
で
は
な
く
、
：待

^

の

出

身

校

で

あ

る

と

い

う

こ
と
に
気
付
く
0

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
ま 

学
校
格
差
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
_

こ
の
問
題
を
.

は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
は
、
出
身
経
営
者
数
を
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、：
そ
れ
を
卒
業
者
数
と
相
関
さ
せ
て
、
輩
出
率
が
計
算

第 5 奉学校別役職者锻出率 •入 社 率 （総数は千分率）

v 帮 出 ^ 等
昭 卒

和 槳

f 者

1 1

蜇 三

1

輩

昭 卒

，和 ，

o 本

a

. 部

長

輩

昭 卒

.空 ， S

課

長

輩

昭 卒

智 業

' 入 昭

和

社 三

入

补

出 身 学 校 \

■ . .5. へ ■■ ,

年 句

度 数 数 $

出

率
驗
‘‘ .

長 会

数 $

出

率

韋 者

度 数

長 ぐ

m S

出

率
度 数

七  

数 S

総 数 . 平 均 値 1 0 0 。 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

大

国
東 京

84 311 370 58 260 448 48 174 363 17 49 9 . 9.R

公

贲 都 44 103 234 39 107 274 30 80 267 14 36 J>57

東

橋 19 99 521 1 1 64 582 1 0 53 530 4 18 450

立

ェ 18 27 150 8 27 338 7 2 1 300 4 14 350
そ の 他 68 70 103 89 146 164 77 134 174 295 409 13Q

学

%
慶 34 81 238 24 73 304 . 2 5 88 352 33 92 2 7 0

立

f 稲 田 44 46 105 37 62 168 35 82 234 65 88 135J liL .
そ の 他 1 1 0 51 46 1 2 0 60 50 11Q 126 115 568 294 52

へ 専

n
高

商

ェ

79
92

108 137
58

, 5 7  
: 63

94
62

165
98

53
86

114 
つ 61

215

校 そ の 他 408 51 13 494 45 9 519 67
1 3

職案内1邠3年版。
入社数についてはダイヤモンド会社就

產
業
社
会
.にお：け

る
昇
進
の
諸
条
毕

.

.

.

. 

. 

:

':

'

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
卒
業
者
数
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
.

は
、

.

各
経
営
層
が
最
終
学
校
を
卒
業
し
た
頃
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
最
. 

高
経
営
層
の
六
0

%

は
六
〇
歳
前
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

場
合
に
は
、
 

か
れ
ら
の
多
く
が
学
校
を
出
た
昭
和

一一

1

年
度
の
卒
業
者
数
が

と
り
あ 

:

げ
ら
れ
る
。
部
長
の
八
〇
％
は

五
〇
歳
前
後
で

あ
：る
か
ら
、
そ
こ
で 

は
、)

昭
和
ー
0

年
度
の
卒
業
者
数
が
.
：あ

げ

ら

れ

る

。

課

長

の

七

〇

％ 

.

は
四
〇
歳
台
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
昭
和
一

五
，年
の
数
字
が

と 

,

ぐ
ら
れ
る
。

'

.
-:
:

.^

 

'

.第
5

表
に
固
.有
名
詞
を
も
：っ
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
六
つ

の大
学

 

は
、
出
身
餐
呂
者
数
に
お
い
.
.て
、
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
る
。
経 

.

.
営
階
層
が
低
く
.
な
.

る
に
つ
れ
て
、，：
こ
の
比
重
は
小
さ
く
な
る
。
そ
れ 

':
'

は

最

高

経

営

層

で

棟

三

分

：の
：
ニ
；
に

も

な

る

が

：、

部

長

で

は

六

〇

％

、

： 

課
長
で
は
五
o

%

で
あ
る
。
し
：か
し
、
こ
れ
か
ら
し
て
、
学
校
格
差 

;

が
次
第
に
薄
ら
い
で
き
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
.

と
は
で
き
な
い
。
昭 

■
.

和
の
初
頭
.

か
ら
そ
の
ー
0

年
台
に
か
け
て
、
：こ
れ
ら
.の
大
学
の
各
階 

層
の
経
営
者
数
で
'

の
比
重
が
低
下
す
る
以
上
.

に
、：

卒
業
者
数
で
の
そ 

れ
が
低
く
な
：

っ
：：

て
き
て
い
る
。；';
.
:

し
：た
が
っ
て
，
学
校
格
差
は
縮
小
さ 

れ
る
ど
こ
ろ
か

.:
;
'む
上
ろ
、
：拡
大
さ
れ
て
.

き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら

1

五

(

西
五
九)

麗

^

^

^

^

^

圏

^



:

:

.

:

,

v

'へ

ち

:
ノ
 

. 

.
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の
犬
学
0

経
営
诸
輩
^

率

は

彳

：ー

最

高

経

営

層

.

で
：ば

平

均

値

の

？
ー

「

‘

.
七
.
倍
で
あ
る
の
に
:'
'

-

ハ
る
。：':;

.

ぐ

，
 

経
営
者
輩
出
率
が
極
端
に
低
い
一
の

•

：は
'

：
官

立

の

窗•
高

H

を
.

i

ぐ
専
門
学
校
で
^

石
。：

こ
把
と
対
照
的
な
の
は
少
数
の
有
名
太学

； .

で
あ
る
-;
0
,両
者
の
間
^

^•
十
倍
纪
及
，ぶ

格

差

が

存

在

し

て

；い

.る
。
：.|目
立
高
商
が
多
く
の
大
学 

:
を
凌
駕
す
る
大
き
さ
の
輩
出
率
を
も
.
0て
い
た
と
い
ぅ
こ
と
も
注
目
し
.な
く
で
は
な
ら
な
い
。
経
営
者
輩
出
率
に
0.
い
て
の
学
校
格
差
が
、
最
高
_ 

経
営
層
の
み
な
ら
ず
巧
部
課
長
ボ
お
い
ヤ
本
見
出
さ
れ
、
.-
\1.
か
も
部
|
^
.に
：お
；い
で
，

 

と
は
看
愚
さ
h 

え
.な
い
事
実
で
.あ
.ー
る。
.-/
.;-
'

.
:
.
.
. 

广

.

.
'
.
.
'
一

::
:戦
前
に
^

.,
'

初
任
給
の
大
小
と
い
ぅ
形
態
で
、
学
校
格
差
が
八
ム
認
さ
れ
'て
v>

た
：
。
，
；
：
同

じ

〜

、
大

学

出

で

：.あ

づ

て

も

>
“
七

0

円
を
も
ら
ぅ
も
の
も
、

五

〇

円

し

か

も

ら

わ

な

い

.%
の

も

あつ
.た
。

.さ
ら

に

、

専
M

学
校
出
が
大
学
出
を
：こ
V

i

額

^;
初
任
給
を
支

私
わ

れ

る

：こ

：
と

も

'
珍

し

く

は

な

か

題
は
侬
然
と
し
て
深
刻
で
：^

る
。

':
>
:
.小
論
セ
_

上

り

あ

げ

妾

ー

七

五

：
の

太

企

業

べ

：昭

和

三

七

年

.
に

入

社̂

た

大

学

出

の

ぅ

ち

出

身

校

が

判

明

し

た

.

の
は
^

^

一
ガ
㈣

千
人
で
あ
る
。
こ 

0.

廣

入

社

員

：
の
：
な

；か

で

前

^

采

.:
^

つ
0

大
学
の
部
^

者
が
占
暴
る
比
襄
ゆ
、:'
;
'三

は

五
,0
^

!

か
ら
访
七
％
に
わ
た
つ

て

.い
る

か

ら

、

こ
れ
に
比
べ
る
^

新

入

社

員

で

の

藝

，は
；か

な

り

小

さ

ぐ

な

つ

で

い

る

，
.
し
か
し
、
事
■
を 

正
確
に
把
握
す
.

^

に
は
、
こ
の
数
字
：だ
け
で
は
足
り
ず
、
卒
業
者

数
に
相
関
.
さ
せ
で
の
.

入
社
率
が
算
出
^

れ
な
く
て
..は
な
ら
な
.

い̂
^
^
^
^
大

学

卒

業

者
 

数
に
つ
い
て
の
的
確
な
資
料
が
見
出
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
、：

そ
の
#

数
を
あ
げ
る
.

に
ど
ど
ま
つ
ー
：
た

。
へ

'

し
が
し
^'

1T

こ
と
は
で
き
.
よ
ぅ
。

.

.

.

.
，
；
.
.
.
. 

：
.
：
.

」

.
：
：
'
.

■

'.
.

■

-

一
- 

: 

へ
',
'
:

. 

. 

: 

. 

. 

-■.
-
 

....

:

前
述
の
六
大
学
の
昭
和
三
六
年
度
の
天
学
卒
業
#
数
で
の
比
重
は
一

四
％
で
：あ
：り

、
：
.
己
の
.
年
度
に
対
^
す
る
一一

.一
七

年

の

大

企

業

：へ

の

新

入

社

員
 

数

で

の

：そ

れ

は

三

〇

％

で

あ

る

。

V

両

者

を

相

関

さ

：せ

て

、
，
入

社

率

を

計

算

す

る

と

’
，
；
そ

れ

：は

平

均

値

の

：ニ

.
倍
強
に
^

る
。'
こ
れ
ら
の
■大
学
の
経
営

者
輩
出
率
は
平
均
値
の
：三
倍
前
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
比

べ
る
と
、
入
社
率
の
大
い
さ
は
低
く
な
？
て
い
る
。
さ
ら
に
？
：入
社
率
に
お
い
て
、
 

最

高

と

最

低

を

比

較

す

る

'

と
、
格
差
ば
ー
〇
倍
に
は
達
1>
:な
い

。

こ
の
数
字
は
経
営
者
輩
出
率
に
お
け
る
同
様
の
格

差

の

数

分

の

--
に
し
'か

あ

た

 

ら
な
I

こ
れ
か
ら
し
て
学
校
格
差
は
な
く
な
つ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
は
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
と
•い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

.
'

し
か
し
、.

か
づ
て
と
現
在
と
に
お
け
る
事
情
の
相
違
を
考
慮
に
.

い
れ
る
.
と
、
，学
校
格
差
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
吖
は
旧
議
.€
>
 

ま
.

ま
に
存
続
し
て
V

る
。
'

か
つ
て
の
高
等
教
育
機
関
に
.

は
、
大
学
と
専
門
学
校
の
区
別
が
：あ
り
、
卒
業
者
数
で
は
、
.

官
立
の
高
商
•
高
工
以
外
の 

専
門
学
校
の
比
重
が
極
め
て
大
き
か
っ
：た
。
昭
和
ー
〇
年
台
に
は
、：
そ
れ
は
五
〇
％
に
：達
し
て
い
：た
。.
こ
.の
専
門
学
校
が
学
校
格
差
を
大
き
く
す 

る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
.

前
述
の
昭
和
三
六
年
度
卒
業
者
の
な
が
に
.

は

短

大

の

そ

れ

は

'含

ま

れ

て

い
な
い
か
ら
、
学
校
格 

差
は
当
然
縮
小
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
当
然
期
待
さ
れ
る
程
度
.

で
し
か
、.
学
校
格
差
は
縮
小
さ
れ
で
；い
な
い
が
故
に
、.
そ
れ
は
緩
和
さ
れ
て
は

な
V

と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

. 

.

- 

• 

■ 

.

.

入

社

率

に

格

差

が

あ

る

か

：ら

、

入

社

後

，
各

大

学

出

身

者

が

.経

営

者

へ

の

昇

進

の

機

会

を

均

等

に

も

.ち
え
た
と

し

て
'も

、
.
.
経

営

者

輩

出

率

に

つ

 

い
て
の
学
校
格
差
が
出
て
く
る
。

学
校
格
差
か
ら
生
ず
を
出
身
校
の
い

.か.ん
、

は
大
企
業
：で
の
昇
進
の
条

件

と

い

う

よ

り

も

、

そ
^

以

前

に

お
い 

て
、
入
社
の
条
件
と
な
.つ
て

い

る

。

こ

の

意
味
で
、
学
校
格
差
：の
問
題
は
が
つ
て

と

向
じ

よ

う

に

深
刻
で
あ
る
。
と

く

に

、

大
学
卒
業
者
の
三
分 

の
ニ
を
も
占
め
て
い
る
私
立
太
学
に
お
い
て
、
大
企
業
へ
の
.

入
社
率
が
際
立
っ
て
低
.い

と

い
う
こ
と
'
が
問
題
と
な
る
。

.

大
企
業
経
営
者
輩
出
率
お
よ
び
一
流
会
社
齓
職
率
だ
け
で
の
学
校
格
差
は
限
ら
れ
た
意
義
し
が
も
た
な
い
。
•卒
業
者
の
大
部
分
を
産
業
界
に
向 

け
て
•
い
る
大
学
に
比
べ
る
と
、
そ
の
多
く
を
官
庁
•

学
校
•

病
院
に
向
け
て
い
る
大
学
に
お
い
て
は
、
不

利

な

数

字

が

出

て

く

る

の

は

当
然
で
あ 

る

.'
さ
ら
に
"

大

学

の

使

命

を

エ

リ

ー

ト

養

成

に

求

め

る

見

解

は

陳

腐

に

な

り

つ

，
つ
：
あ

り

、

健

全

な

市

民

の

育

成

こ

そ

重

要

事

で

あ

る

と

さ

れ

な
 

く
て
は
な
る
ま
V

だ
か
ら
経
営
者
輩
出
率
な
ど
を
も
づ
て
す
る
学
校
格
差
は
的
は
ず
れ
で
あ
る
と
も
い
：え
る
。
そ
れ
で
も
、
な
お
学
校
格
差 

の
間
題
は
な
く
な
っ

：

て
は

い

な

い

。

.最
近
の
受
驗
に
た

い

す

る

態
度
は
常
軌
を
逸
ず
る
危
険
が
あ
务
受
験
匕
す
べ
て
を
が
け
る
よ
う
で
は
、
社
 

' .

産
業
社
会
に
お
.

け
る
昇
進
：の
諸
条
件

 

.

，：

 

：
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■

■
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て

.

会
の
活
力
は
浪
費
さ
れ
て
し
ま
う
。，：
こ
：•の
.

危
険
を
培
養
し
.

て

い

：
る

，
の

■

は
、
，
学

校

格

差

の

問

題

で

お

る

。

V

.

S

は
、
危
険
は
除
去
さ
れ
な
い
。
出
身
校
の
い
か
ん
が
生
涯
の
.

昇
進
を
決
定
し
て
し
ま
.

う
と
い
う
の
.

は
、
明
ら
.
が
.

に
.

行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
選
抜
作
用

.

令
学
校
に
の
み
委
ね
ず
に
、

' 

企
業
で
も
、
そ
れ
を
活
発
に
行
わ
な
ぐ
：で
は
*

ら
な
い
と
い
う
反
省
が
出
で
.<-
,

る
の
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
0

,

:

 

.

 

:

■:

■

■

''
.

-

.

:

 •

 

•

 

'

 

.

•'
.

.

.

,

.

'

'..' 

む

す

.

び

.

.

:

.

.

.

.

. 

.

パ
：

.
:.

■■
'
.
.
- 

' 

.

'■
'
.
'
•
.
. 

■ 

. 

\

■
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産
業
社
会
に
お
け
る
昇
進
の
諸
条
件
と
し
て
、.
.

年
齢
.

出
生
地
.

学
歴
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、.

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。'
 

そ 

れ
ら
の
ひ
と
つ
は
高
齢
化
で
あ
り
、他
2-

ー.
つ

ば

出

生

地

ど

出

身

校

に

つ

，
い
て
：
の

格

差

：で

あ

る

。

C

れ
ら
の
諸
問
題
は
相
互
に
無
関
係
で
は
な
く
、
 

関
連
し
合
っ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
に
つ
：い
て
の
総
括
的
な
論
述
が
必
要
と
な
る
。：

.

産
業
近
代
化
の
初
期
に
実
施
さ
れ
た
学
校
出
の
登
用
は
、：：.徒
弟
制
度
に
^

と
>

つ
く
年
功
序
.
列
を
排
除
し
て
、.
経
営
者
の
若
返
り
を
可
能
に
し 

た
。
；当
時
、.
学
校
出
の
昇
進
は
早
く
、.
入
社
後
数
年
も
経
ず
し
て
、
支
店
長
•

工
場
長
に
抜
擢
さ
れ
、
三
〇
歳
台
で
重
役
の
地
位
に
就
く
と
い
う 

の
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
か
つ
て
に
お
い
て
も
、
現
代
に
お
い
，て
も

、
'

家
族
経
営
者
の
年
齢
は
比
較
的
に
若
い
。
し
か
し
、
か
れ
ら
が
そ
う
で
あ 

り
う
る
の
は
、
か
れ
ら
の
■

実
力
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、.
世
襲
の
脉
産
や
家
柄
を
背
景
と
し
て
い
.

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
若
い
学
校
出
が
役
職
に
就 

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
と
は
事
情
が
ち
.
が
う
。
財
産
や
家
柄
と
な
ら
ん
で
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
教
育
が
昇
進
の
た
め
の
有 

力
な
条
件
に
な
っ
た
と
い
う
C

と
の
な
か
に
は
、
能
力
に
.

よ
る
登
用
と
い
う
原
理
が
ひ
そ
ん
.

で
い
た
：と
解
釈
し
う
る
。
経
営
の
専
門
職
業
化
は
た 

ん
な
る
学
校
出
の
登
用
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
1£

に
、
能
力
主
義
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
.0

能
カ
主
義
.

に
お
け
る
む
ず
か
1.

い
問
題
は
能
カ
評
価
の
基
準
を
ど
こ
に
求
.

め
.

る
.
か
で
あ
る
：。
教
育
の
機
会
が
均
等
で
あ
り
，
入
学
試
験
が
厳
正 

に
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、.
学
歴
水
準
、，
さ
ら
.

に
は
、
学
校
格
差
は
こ
の
基
準
と
し
て
の
役
割
を
か
な
.
り
有
効
に
果
し
う
る
。
わ
が
国
の
近
れ
吣 

高
等
教
育
機
関
は
理
想
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
も
、
比
較
的
に
特
権
的
な
色
彩
が
薄
く
、.
安
い
授
業
料
の
学
皎
の
な
が
に
、
高
い
評
価

を
う
け
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
下
層
の
子
弟
は
進
学
の
機
会
を
も
て
な
か
っ
た
が
:'

中
層
以
上
の
.

か
な
り
広
い
範
囲
の
子
弟
に
、
数
育
の
機
会
が 

与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
学
歴
水
準
•

学
校
格
差
は
産
業
経
営
者
選
技
：の
作
用
を
あ
る
程
度
ま
で
遂
行
し
て
い
た
。
b

た
、
産
業
近
代 

化
の
初
^

に
は
.
.

能
力
評
価
の
基
準
を
こ
れ
以
外
に
求
.
め
る
.

の
ガ
む
ず
か
し
か
っ
.

た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

高
等
教
育
機
関
が
各
地
域
に
分
散
的
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
と
く
に
、
高
い
経
営
者
輩
出
力
を
も
っ
た
旧
制
高
校
が
僻
遠
の
也
域
に
ま 

で
置
か
れ
た
こ
と
は
、

地
方
出
生
者
が
学
校
を
手
掛
り

と

し
て
、

産
業
社
会
で
の
»

い
地
位
を
獲
得
す
る
の
に
有
利
で
あ
.

っ.
た
。

明
治
初
期
に 

は
、
地
方
出
生
者
に
与
え
ら
れ
た
機
会
の
多
く
を
入
手
し
た
の
は
旧
士
族
層
で
あ
っ
た
：が
、
間
も
な
く
、
学
校
出
が
.
こ
れ
に
か
わ
っ
た
。
京
浜
の 

現
場
労
務
者
の
大
部
分
は
関
東
•
東
北
と
い
っ
た
、
限
ら
れ
た
近
接
の
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
た
の
に
、
そ
の
経
営
者
に
あ
っ
て
は
V

も
っ
と
広
い 

地
域
が
ら
人
扨
が
集
め
ら
れ
た
。
西
日
本
の
人
材
の
多
く
は
京
阪
神
を
飛
び
越
し
て
、
京
浜
に
き
た
。
経
営
者
の
性
格
が
所
有
型
.

か

ら

.
雇

用

型

に 

転
化
す
る
に
っ
れ
家
柄
や
財
産
に
か
わ
っ
て
、
学
校
が
社
会
移
動
の
エ
レ
べ
I

タ
ー
に
な
っ
た
。
そ
，し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
営
者
輩
出
率 

に
っ
い
：て
の
地
域
格
差
が
縮
小
さ
れ
て
き
た
。
'

,

:

へ
V

.
:
パ 

歴
史
的
諸
条
件
の
変
化
に
と
も
.
な
っ
て
、
か
っ
て
'

は
プ
ラ
ス
で
あ
.
っ
た
％

の
が
マ
：
ィ
ナ

'

ス
に
転
ず
る
と
1,
>

う
の
は
稀
で
は
な
い
。.
学
歴
水
準
. 

学

校

格

差

は

か

：っ

y

も
っ
て
い
た
よ
.

う
な
括
力
を
失
い
っ
っ
4

る
よ
う
だ
0

:
_そ
の
な
か
に
含
ま
^

て
い
た
能
カ
主
養
は
次
第
に
稀
薄
と
&

り
、
：そ 

れ
は
年
功
序
列
制
度
の
瘟
床
と
：な
り
っ
.

っ
あ
^

:

こ
'

の
一

こ

と

は

経

営

者

ゆ

高

齢

化

と

い

う

問

題

钇

生

ぜ

さ

，せ

る

'0
向

い

る

有

名

大

学

を

媒

介

と

し

て

、
，大

都

市

居

住

者

が

か

れ

ら

の

次

位

を

再

^
！
産

し

っ

っ

あ

る

よ

う

だ

。

.

か
ヴ
て
は
、
こ
れ
.
ら
有
名
大
学
の
卒
業
者 

の 
一一|
分
め
：ニ
^

^

が
地
方
出
生
者
に
よ
っ
：て
占
め
ら
れ
て
い
た
へ
の
に
、.
"
現

在

セ

；
は

、
:'
:
.
こ

の

比

重
 

方

出

生

者

の

機

会

を

小

さ

く

し

、
，
：経

営

者

輩

出

率

.

に
っ
い
て
の
地
威
格
差
の
問
題
を
生
み
出
す
。

:

自

由

化

に

よ

る

国

際

的

競

争

：の
：激

化

七

い

：う

事

態

：に

直

面

し

て

、

企

業

の

体

質

改

善

が

.

切
実
に
要
望
さ
れ
て
い
る
。.
そ
の
た
め
に
は
、
能
力
主 

義
が
復
活
さ
れ
な
.

く
で
は
.

な
ら
な
い
;/

°

年
功
序
列
制
度
と
結
合
^

た

学

歴

偏

重

が

能

カ

主

義

：の

.

導

入

を

き

ま

た

げ

て

.

い
る
。
学
歴
偏
重
を
克
服
し 

産
業
社
会
に
お
け
；る
昇
進
の
諸
条
件

,'
'

'

t

t

.

(

四
六
三

)



一
,

■ 

-

:'
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ニ
〇'
ふ
四
六
四

)

な
が
ら
新
し
い
能
力
評
価
の
越
準
を
！
出
す
こ
と
が
、
時
代
の
要
請
と
な
っ
.て
い
る
。
.
.
こ
の
要
請
に
こ
た
え
る

.こ
と
に
よ
っ
て
、
'年
功
に
よ
ら
な 

い
人
材
の
登
用
が
可
能
に
な
-o
、
諸
地
域
の
.人
び
と
'に
均
等
な
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
ぅ
。

>
:
-
:
'
ii
記
：
：.小
論
は
：：诏
本
に
：お
计
る
大
企
業
経
営
省
9
社
着
的
性
格」

::(

慶
応
義
邀
経
嚴
学
会
編
:-
,経
済
学
年
報
逻
所
載)

ぐ)

'
'で
;^
る 

>」

•'
■©臺
^
说
嚴
将
発
展
ー
に
-^
对
^
主
体
的
^
条
^
め
者
干
の
^
::
^
を
、意
-|
1
す
る
も
：の
：で
ぁ
る
。
そ
れ
は
統
計
研
究
会
の
教
育
経
済
研
究
部
会(

主
避 

寺
尾
琢
磨
教
授)

で
の
小
生
の
分
担
に
端
を
発
し
、.
そ
の
後
、
慶
応
義
塾
産
業
研
究
所
の
研
究
計
画
の
ひ
と
つ
に
加
え
ら
れ
な
が
ち
進
め
ら
れ
て
き
ヒ
。
研
g 

の

実

施

に

，
あ

管

：
.

て
；は
、
小
生
研
究
会
有
志
の
.協
カ
へ
に
負
ケ
ど
：£:
.
犮

柃

大

ぎ

い

。
ノ

'-
^
^
^
^
^
^ ̂

ン：

V 

:
.
:
ハ
^

.

'
へ
：

'-
、」

:

.
こ
の
研
究
の
進
行
は
い
ま
だ
初
涉
的
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
.?)
-
。
さ
ら
に
、
努
カ
を
積
み
透
ね
て
'
何
ら
か
の
成
期
を
期
^
た
，い
_.。'

と

く

，
に

、

国

際

比

較

こ

, 

:r
l̂
^
倒
心
を
も
;^
な
が
ら
そ
れ
に
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
^:
い
状
態
で
あ
る
。；
来
春
:'
慶
応
義
塾
よ
り
"海
州
留
学
の
機
会
を
与
.え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
 

.
、そ
の
際
の
課
題
の
ひ
と
づ
と
し
て
广
問
題
を
国
際
的
視
野
が
ら
み
っ
め
る
こ
と
に
し
也
ぃ
0:
:

^

.

.
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新
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と
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適

分

配
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K
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M
e
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B
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c
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な
ど
の
経
済
学
者
た
ち
に
よ
つ
て「

新
古
典
^
定 

理」
N
e
o
-
C
l
a
s
s
i
c
a
l

 

.
T
h
e
o
r
e
m

 

:

な
る
も
.
.の
が
明
ら
か
に
.

ざ
れ
た
。
そ
.
の
意
味
す
^

と
ど
^

は
、.
；い
わ
ゆ
る
；.「

黄
金
時
代」

：
の
均
衡
成
長
に
お(

 

て
、：
貯
蓄
率

(

投
資
率)

が

資

本

の

分

配

率

，に

等

し

_

い

と

き

に

、：
.最

大

め

消

費

水

準

が

保

証

さ

れ

る

お

い

ぅ

こ

と

で

あ

る

ァ

こ

の

定

理

そ

の

も

の

ぼ 

す

で

に

多

く

の

証

明

に

：よ

：つ
：
て

確

証

ざ

れ

た

も

の

で

あ

る

が

、

.

.

そ
れ
.

は
従
来
の
.

成
長
理
論
に
対
し
て
，い
ろ
：い
ろ
な
.

含
意
を
も
.つ
て
い
る
よ
ぅ
に
思 

わ

れ

る

，寸

な

わ

ち

ま

ず

第

}

に
ヶ
ィ
ン
ズ
理
論
の
動
学
化
に
お
た
つ
て
経
済
諸
量
の
成
長
.^ '

を
分
析
ず
.る
必
要
が
ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
つ
て
強
調
さ 

れ
て
ふ
ら
成
長
理
論
の
主
要
な
分
析
は
こ
れ
ら
諸
量
.

の
成
長
率
間
.

の
関
係
.
を
.

め
.
'ぐ

つ

て

展

開

ざ

托

て

き

た

の

で

：あ

る

が

、

::
こ

れ

に

対

し

で

経

済 

諸
量
の
給
方
^

:
^'

準
の
考
察
は
分
祈
の
背
後
に
後
退
じ
て
1>

ま
つ
.

た
。
1>

が
じ
：な
が
^'

成
長
分
析
に
と
0

て
諸
量
の
成
長
率
の
.

み
な
ら
ず
、

' 

そ̂
 

ら

の

絶

対

的

水

鄭

が

考

慮

さ

：れ

な

げ

れ

ば

；な

^

な
い
>-
:
.

」

と
は
い
ぅ
ま
で
：も
な
：い
。
あ
る
国
の
国
民
所
得
の
成
長
率
ぼ
他
の
国
のI

一
倍
あ
る
い
は
三 

倍

と

蒿

：
い

も

砂

ぜ

あ

1

て
%;
，

^

こ 

'

■

新
古
典
派
笼
理
と
最
慕
配
率
；
'

:

.

'

. 

.へ

.

.
:
.
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卜

T
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